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そ
の
12

行
橋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
行
橋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
を
１
年
に
渡

り
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
報
に
掲
載
が
始
ま
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
新
た

に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
増
え
、
大
き
な
反
響
を

い
た
だ
き
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に

は
、
11
団
体
約
５
４
０
人
の
会
員
が
い
ま
す
。
各
グ

ル
ー
プ
の
相
互
協
力
と
情
報
交
換
の
た
め
各
グ
ル

ー
プ
の
代
表
者
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
が
参

加
し
て
毎
月
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
議

会
全
体
と
し
て
研
修
会
・
交
流
会
を
通
し
て
研
鑽
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
、

気
軽
に
、
誰
で
も
、
い
つ
で
も
参
加
し
や
す
く
す
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
が
望
ま
れ
ま
す
。
今
回
の
掲
載

を
も
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
の
連
載
は
終
了
し

ま
す
が
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
今
日
も

市
内
各
所
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
自

分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
　
行
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
　
　
　
行
橋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
℡
２
３
‐
１
１
１
１

　
が
ん
ば
る
　
ゆ
く
は
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ふくしまつりをはじめ多くの地域のイベント
にボランティアが参加しています。

福岡県社会福祉協議会主催のスキルアップ
研修。団体の組織運営について学びました。

２月に開催されたＡＥＤ研修には多くのボ
ランティアが参加しました。

市内の福祉施設などを訪問し、介助につい
ての研修を行っています。

市報
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【
代
理
投
票
】

　
体
の
不
自
由
な
方
、
文
字
が
読
め
な
い
方
な
ど
は
、

投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
点
字
投
票
】

　
目
が
不
自
由
で
、
点
字
投
票
す
る
方
は
、
投
票
所
の

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
不
在
者
投
票
】

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
・

老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
等
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設

内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
施
設

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
仕
事
や
旅
行
等
で
、
選
挙
期
間
中
に
行
橋
市
以
外
の

市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
交
付
す
る
「
不
在
者
投

票
請
求
書
・
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
行
橋

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
、
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て
必
要

書
類
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
行
橋
市
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用
紙
等
を
郵
送
し
ま
す
。
届
い

た
ら
、
そ
の
ま
ま
何
も
書
か
ず
に
投
票
す
る
市
区

→

【
投
票
所
は
16
カ
所
】

　
４
月
10
日
に
実
施
さ
れ
る
行
橋
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
投
票
所
は
市
内
16
カ
所
で
す
。
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）

に
は
、
投
票
所
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

■
投
票
時
間

　７
時
〜
20
時

※
開
票
は
21
時
20
分
よ
り
行
橋
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
す
。

【
投
票
で
き
る
方
】

　
４
月
10
日
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、
①
平
成
８

年
４
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
の
方
で
、
②

今
年
の
１
月
２
日
ま
で
に
行
橋
市
に
転
入
の
届
を
し
、

そ
の
後
引
き
続
い
て
行
橋
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
投
票
日
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
で
す
。

【
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
】

　
選
挙
人
名
簿
に
新
し
く
登
録
さ
れ
た
方
が
、
選
挙
人

名
簿
か
ら
も
れ
て
い
な
い
か
、
記
載
が
間
違
っ
て
い
な

い
か
、
縦
覧
日
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
　
４
月
３
日
（
日
）

■
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時

■
場
所
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
５
階
）

【
期
日
前
投
票
】

　
４
月
10
日
の
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
用
務
が

見
込
ま
れ
る
方
は
事
前
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
期
間

　４
月
４
日
（
月
）
〜
９
日
（
土
）

■
時
間

　８
時
30
分
〜
20
時

■
場
所

　市
役
所
５
階
会
議
室

※
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
れ
ば
、
投
票
の
際
に
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

行橋市議会議員一般選挙の投票日は

　  ４月 10 日（日）です！

大切な１票　
　必ず投票を！

　
投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
の
裏
面
に
「
期
日

前
投
票
宣
誓
書
」
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
期
日
前

投
票
の
際
に
は
、
事
前
に
こ
の
宣
誓
書
に
記
入
し

て
、
受
付
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
４
月
10
日
の
投
票
日
当
日
に
投
票
す
る

方
は
、
宣
誓
書
に
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【問合せ】
行橋市選挙管理委員会事務局
℡２５－９６５５

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
持
っ
て
い
き
、
不
在
者
投
票
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
場
所
・
日
時
等
は
、
投
票
す
る
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
大
切
に

　
棄
権
を
な
く
し
、
投
票
所
の
入
場
整
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
、
投
票
所
入
場
券
を
３
月
31
日
頃
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
た

だ
し
、
３
月
28
日
以
降
に
市
内
間
転
居
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所

を
対
象
に
し
た
投
票
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
場
券
は
一
人
一

枚
ず
つ
に
な
り
ま
す
の
で
切
り
取
ら
ず
に
大
切
に
保
管
し
て
お

き
、
投
票
の
際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

身
分
の
証
明
で
き
る
書
類
（
免
許
証
・
保
険
証
等
）
と
印
鑑
を

持
っ
て
投
票
所
の
受
付
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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平成 27 年度

明るい選挙啓発ポスター
優秀作品

たくさんのご応募ありがとうございました！
　今年度のポスターコンクールに、市内の小・
中学校から 86 人の応募がありました。その中
から市長賞、議長賞を受賞した作品をご紹介し
ます。

市
長
賞

川
中 

萌
々
さ
ん
（
行
橋
南
小
５
年
）

議長賞
乾 千紘さん（行橋小６年）

ルールを守って明るい選挙
　政治家や候補者などが、当該選挙区内の人
に寄附することは、いかなる場合も禁止され
ています。また、私たち自身も寄附をねだっ
たり、品物を受け取ったりすると、法律違反
になります。

贈らない　求めない　受け取らない
●結婚のお祝い金や　お祝いの品
●旅行の餞別
●落成式や開店祝いの花輪
●お葬式の香典、花輪や
　お供え花

市長賞
上野 紗夜さん（泉中２年）

議長賞
信田 真優さん（仲津中２年）

持
っ
て
投
票
所
の
受
付
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●落成式や開店祝いの花輪



国民健康保険証が
みどり色に変わります

【問合せ】市国保年金課 国民健康保険係　TEL ２５ - ９７２２

新
し
い
保
険
証
は

簡
易
書
留
で
届
き
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
が
、
み
ど
り
色
へ
と
変
わ
り
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
３
月
10
日
ご

ろ
か
ら
簡
易
書
留
で
全
員
分
を
世
帯
主

あ
て
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
簡
易
書
留
郵
便
と
は
、
普
通
郵
便
の

よ
う
に
郵
便
物
を
各
家
庭
の
郵
便
受
け

に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
郵
便
局
の
配

達
員
が
手
渡
し
す
る
方
法
で
す
の
で
、

受
取
人
の
受
領
印
が
必
要
で
す
。

◇
配
達
時
に
不
在
の
場
合
は
、
配
達
員

が
不
在
通
知
書
を
置
い
て
い
き
ま
す
の

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
保
険
証

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
都
合
の
い
い
日
時
に
再
配
達
を
希
望
す
る

・
郵
便
局
で
直
接
受
け
取
る

詳
細
は
不
在
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
不
在
通
知
書
を
受
け
た
後
、
郵
便
局

へ
の
連
絡
が
遅
れ
る
な
ど
し
て
保
管
期

間
が
過
ぎ
た
場
合
、
保
険
証
は
市
役
所
に

返
送
さ
れ
ま
す
。
次
の
も
の
を
持
参
の
う

え
、
市
国
民
健
康
保
険
係
（
市
役
所
東
棟

１
階
）
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

①
身
分
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

通
帳
等
）　
②
印
鑑
（
認
印
）　
③
世
帯

主
か
ら
の
委
任
状
（
世
帯
主
以
外
が
来

庁
す
る
場
合
）

平成 28年 4月 1日から

75
歳
以
上
の
方
の

　保
険
証
は

　
　変
わ
り
ま
せ
ん

【
75
歳
以
上
の
方
】

　
75
歳
以
上
の
方
は
国
民
健
康
保
険
で
は

な
く
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
（
柿
色
）
は
、
平
成
28
年
７
月
31
日

ま
で
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
４

月
1
日
の
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
も
う
す
ぐ
75
歳
を
迎
え
る
方
】

　
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
変
わ
り
ま
す
が
、
誕
生
日
か
ら
使

用
し
て
い
た
だ
く
保
険
証
が
誕
生
月
の
前

月
に
郵
送
で
届
き
ま
す
。
加
入
の
手
続
き

は
不
要
で
す
。
病
院
で
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
証
（
柿
色
）
の
み
で
受

診
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
や
高
齢
受
給
者
証
は

必
要
な
く
な
り
ま
す
。

見　本

“マル学”申請に必要なもの

更新の方
新年度の在学証明書
印鑑（認印）
手続きに来る方の身分証明書

新規の方

在学証明書　
住所地の住民票
印鑑（認印）
手続きに来る方の身分証明書

卒業・退学
した方

卒業・退学証明
印鑑（認印）
保険証
手続きに来る方の身分証明書

新
し
い
保
険
証
が

お
手
元
に
届
い
た
ら

　
古
い
保
険
証
（
ピ
ン
ク
色
）
は
４
月
１

日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
各
自
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
が
遅
れ
て

い
る
方
に
は
、
短
期
保
険
証
、
資
格
証
明

書
（
10
割
負
担
後
、
償
還
手
続
き
を
要
す

る
証
）
が
送
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

書
は
、
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

〝
マ
ル
学
〞を
お
持
ち
の
方
は

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
る
学
生
（
親
の

住
所
地
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
学
生
）

の
た
め
の
保
険
証
「
マ
ル
学
」
は
、
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。
次
の
と
お
り
必
要
な
書
類

を
用
意
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

28．3．15　④⑤　28．３．15　

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
方
へ

便
利
な
制
度

　
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
で

も
、
限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
提
示
す
れ

ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の

支
払
い
（
保
険
適
用
分
）
が
一
定
の
金
額

に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
薬
局
、

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
申
請
】

　
限
度
額
適
用
認
定
証
等
は
、
市
役
所
で

の
事
前
の
申
請
に
よ
り
、
交
付
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
適
用

は
、
申
請
月
の
１
日
ま
で
遡
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
が
交
付
対
象
で

す
。

　●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方

　
・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
・
世
帯
主
の
認
印

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類

　
　
　（
世
帯
主
お
よ
び
必
要
な
方
） 

　
・
本
人
確
認
書
類

　
　
　（
免
許
証
、
個
人
カ
ー
ド
等
）

　
・
委
任
状

　
　（
世
帯
主
以
外
が
来
庁
す
る
場
合
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
に
ご
加
入
の
方

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
・
届
出
に
来
る
方
の
認
印

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
（
本
人
） 

　
・
本
人
確
認
書
類

　
　
　（
免
許
証
、
個
人
カ
ー
ド
等
）

　
・
委
任
状

　
　（
本
人
以
外
が
来
庁
す
る
場
合
）

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
免
お
よ
び
徴
収
猶
予

　
こ
の
制
度
は
、災
害
や
事
業
の
休
廃
止
、

失
業
等
に
よ
る
収
入
の
減
少
で
一
時
的
に

生
活
が
苦
し
く
な
り
、
医
療
費
の
支
払
が

困
難
な
と
き
、
一
部
負
担
金
（
病
院
等
で

患
者
が
支
払
う
医
療
費
）
を
減
免
ま
た
は

徴
収
猶
予
す
る
も
の
で
す
（
国
民
健
康
保

険
法
第
44
条
）。

【
一
部
負
担
金
の
免
除
】

　
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
、
原
則
と
し

て
３
カ
月
以
内
の
期
間
で
免
除
し
ま
す
。

１
カ
月
単
位
の
更
新
制
で
行
い
、
免
除
の

み
で
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
一
部
負
担
金
の
徴
収
猶
予
】

　
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
６
カ
月
以
内

に
納
付
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
世
帯
に
つ

い
て
、
６
カ
月
以
内
の
期
間
に
限
っ
て
徴

収
猶
予
し
ま
す
。

【
免
除
・
徴
収
猶
予
の
対
象
と
な
る
世
帯
】

①
震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害
に

よ
っ
て
死
亡
、
障
害
者
と
な
っ
た
世
帯
の

方
、
ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け

た
世
帯
の
方

②
天
災
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
等

の
理
由
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、

入
院
療
養
を
受
け
る
被
保
険
者
の
い
る
世

帯
の
方

③
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
等

に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
入
院
療

養
を
受
け
る
被
保
険
者
の
い
る
世
帯
の
方

※
一
部
負
担
金
減
免
申
請
の
段
階
で
、
ご

家
族
全
員
の
収
入
状
況
や
預
貯
金
等
の
資

産
保
有
状
況
に
つ
い
て
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
一
部
負
担
金
の
支
払
が
一
時
的
に

困
難
で
あ
る
と
市
で
認
め
る
世
帯
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
期

間
（
20
〜
25
年
）
が
過
ぎ
た
後
、
厚
生
労

働
省
の
承
認
を
受
け
て
製
薬
メ
ー
カ
ー
か

ら
発
売
さ
れ
る
、
有
効
成
分
な
ど
は
同
じ

で
低
価
格
の
お
薬
の
総
称
で
す
。

【
使
用
促
進
通
知
書
の
送
付
】

　
行
橋
市
で
は
、
医
療
費
削
減
効
果
の
大

き
な
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
に
対

し
、
使
用
促
進
通
知
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
自
己
負
担

額
を
減
ら
し
、
国
保
財
政
の
健
全
化
を
図

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
行
橋
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
累
計
で

２
２
２
６
人
の
方
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月
で
、
約

１
億
５
千
万
円
の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
病
気
お
よ
び
新
薬

に
対
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
調
剤
す
る
薬
局
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
医
療
保
険
の
対
象
と
な
る
医
薬
品

は
、
医
師
の
処
方
せ
ん
を
も
と
に
、
医
療

機
関
や
調
剤
薬
局
で
調
剤
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
等
に

あ
た
っ
て
は
、
必
ず
医
師
・
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
希
望
カ
ー
ド
の
送
付
】

　
行
橋
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
者
証
の

更
新
時
（
毎
年
３
月
末
）
に
、
希
望
カ
ー

ド
を
保
険
証
と
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の

カ
ー
ド
は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
言
い
に
く
い
場

合
に
掲
示
す
れ
ば
、
変
更
希
望
の
意
思
が

簡
単
に
伝
わ
り
ま
す
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記

載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
世

帯
主
あ
て
に
簡
易
書
留
で
送
付
し

て
い
ま
す
。
不
在
等
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
市
役
所
へ
返
戻
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
で
ご
確
認
の
う
え
、

窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
」

　
の
交
付
を
申
請
さ
れ
た
方
へ

　
カ
ー
ド
の
交
付
準
備
が
で
き
た
こ
と
を
お

知
ら
せ
す
る
「
交
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

事
前
に
来
庁
日
時
を
電
話
で
予
約
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
カ
ー
ド
の
お
受
け
取
り
の
際
に
は
…

　
①
交
付
通
知
書
、
②
通
知
カ
ー
ド
、
③
運

転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
受
け
取
り
時
に
は
次
の
２
種
類
の
暗
証

番
号
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
署
名
用
電
子
証
明
書
分

　（
英
数
字
６
文
字
以
上
16
文
字
以
下
）

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
分
（
数
字
４
文
字
）

◇
住
所
や
氏
名
な
ど
を
変
更
さ
れ
る
方
へ

　
記
載
事
項
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
手
続
き
の
際
は
、
通
知
カ
ー
ド
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

・
転
入
、
転
居
な
ど
の
住
所
変
更
の
手
続
き

・
戸
籍
届
出
に
よ
る
氏
名
な
ど
の
変
更
の
手
続
き

※
３
月
〜
４
月
は
窓
口
が
大
変
込
み
合
い
ま

す
。
来
庁
時
は
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

マイナンバー『通知カード』は届いていますか？ ●問合せ　市総合窓口課
　TEL ２５- １１１１（内線 1111）

●問合せ　下記をご参照ください。

行
橋
市
街
地
の
桜
の
名
所
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
度
は
Ｊ
Ｒ
九
州
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
実

施
。
コ
ー
ス
途
中
で
お
茶
や
お
菓
子
の
ふ
る
ま
い
も
準
備
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◇
開
催
日
時

　
４
月
３
日
（
日
）　
８
時
30
分
〜
15
時
（
受
付
は
12
時
ま
で
）

※
Ｊ
Ｒ
行
橋
駅
東
口
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
、
雨
天
決
行

◇
コ
ー
ス

　「
行
橋
市
さ
く
ら
М
Ａ
Ｐ
」
に
沿
っ
て
行
橋
市
中
心
部
を
歩
く

コ
ー
ス
（
距
離
：
約
５
・
８
㎞
、
所
要
時
間
：
約
1.5
時
間
）

※
「
行
橋
市
さ
く
ら
М
Ａ
Ｐ
」
は
当
日
受
付
に
て
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
商
業
観
光
課
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
行
橋
駅
観
光
物
産
情
報
コ

ー
ナ
ー
等
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◇
参
加
資
格

①
「
行
橋
市
さ
く
ら
М
Ａ

Ｐ
」
コ
ー
ス
を
制
限
時
間

内
に
完
歩
す
る
自
信
の
あ

る
健
康
な
方

②
本
イ
ベ
ン
ト
の
注
意
事

項
や
コ
ー
ス
上
の
交
通
ル

ー
ル
を
順
守
で
き
る
方

◇
参
加
方
法

　
ス
タ
ー
ト
地
点
に
て
受

付
登
録
後
、
各
自
出
発
し

て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、

事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
参
加
は
無
料
で
す
。

●問合せ　行橋市観光協会事務局（市商業観光課内）
　TEL ２５ - １１１１（内線 1221）「第 2回さくらウォーク」参加者募集！

4月 3日（日）12時から　今川河川敷にて

　地元グルメや雑貨の出店、神楽や音楽のステージイ
ベント、親子で作る「竹あかり」ワークショップなど
楽しいイベントを用意しています。19時からは、夜
桜ライトアップ＆竹あかり点灯もお楽しみください！
【問合せ】美夜古青年会議所　℡ 22-9351

桜スマイルフェスタ2016 こちらも
同日開催‼

行
橋
市
の
海
と
い
え
ば
潮
干
狩
り
。
中

で
も
マ
テ
貝
ほ
り
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
海
の
レ
ジ
ャ
ー
で

す
。
こ
の
た
び
、
長
井
海
岸
で
左
記
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
エ
キ
サ
イ
テ

ィ
ン
グ
な
マ
テ
ほ
り
と
美
味
し
い
マ
テ
料
理
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　３
月
26
日
（
土
）　
12
時
〜
16
時

・
12
時
か
ら
＝
地
元
漁
協
に
よ
る
マ
テ
料
理

　
　
　（
み
そ
汁
・
バ
タ
ー
焼
）
の
ふ
る
ま
い

・
14
時
か
ら
＝
マ
テ
ほ
り
体
験

　
　
　
　
　（
名
人
が
コ
ツ
を
伝
授
）

※
雨
天
中
止
、
干
潮
は
16
時
44
分
頃

◇
場
所
　
行
橋
市
長
井
浜
海
水
浴
場

　
　
　
　
　（
貴
船
神
社
付
近
）

◇
参
加
費

　

　
５
０
０
円
（
潮
干
狩
り
料
金
）

　
※
子
ど
も
無
料

　
※
マ
テ
貝
料
理
ふ
る
ま
い
は
無
料

◇
持
参
品（
マ
テ
ほ
り
体
験
参
加
者
）

　
ク
ワ
、
バ
ケ
ツ
、
塩

◇
問
合
せ

・
行
橋
市
漁
業
協
同
組
合
長
井
支
所

　
　（
火
・
水
・
木
曜
日
）

　
℡ 

２
２
‐
４
７
８
０

・
行
橋
市
観
光
物
産
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
　（
右
記
以
外
の
曜
日
）

　
℡
２
５
‐
０
０
８
６

長井海岸で「マテほり体験」をしませんか？

東
九
州
自
動
車
道 

椎

田
南
Ｉ
Ｃ
〜
豊
前

Ｉ
Ｃ
の
開
通
が
４

月
24
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
東
九
州

自
動
車
道
の
京
築
地
域
に
お

け
る
全
線
開
通
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め

て
、
開
通
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
で
き
た
て
ほ
や
ほ
や
の
東

九
州
自
動
車
道
の
道
路
を
歩
け
る
の
は
こ
れ
が
最
後

の
機
会
！
海
を
見
な
が
ら
散
策
で
き
る
フ
リ
ー
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
、
神
楽
や
ダ
ン
ス
が
楽
し
め
る
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
の
作
業
車
等
の
車

両
展
示
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
を
実
施
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時

　４
月
３
日
（
日
）　
11
時
〜
16
時

◇
場
所

　東
九
州
自
動
車
道
　
道
路
上

　
　
　
　
　
天
地
山
公
園
横
（
豊
前
市
大
村
）

◇
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
神
楽
や
ダ
ン
ス
等
４
団
体
が
出
演
）

・
フ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
イ
ベ
ン
ト
会
場
内
、約
２
㎞
）

・
出
店
（
東
九
州
自
動
車
道
沿
線
の
グ
ル
メ
の
物
販
、

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
作
教
室
等
）

・
は
た
ら
く
ク
ル
マ
展
示
会

　（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
の
作
業
車
、
消
防
車
、
自
衛

　
　隊
車
、
高
速
バ
ス
ゆ
の
く
に
号
等
の
車
両
展
示
）

・
抽
選
会

　（
航
空
券
、
高
速
バ
ス
乗
車
券
等
豪
華
賞
品
を
ご
用
意
）
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●問合せ　市都市政策課 市営住宅係
　TEL ２５ - １１１１（内線 1321）市営住宅入居者（空家待ち）を募集します

◇
募
集
住
宅

　一
般
市
営
住
宅
、
桜
町
団
地
、
行
事
北
団
地

◇
申
込
み

　４
月
４
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

◇
注
意
事
項

・
抽
選
日
時
、
場
所
は
、
応
募
者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

・
抽
選
日
〜
平
成
29
年
５
月
31
日
が
抽
選
順
位
の
有
効
期
限
で
す
。

・
抽
選
順
位
の
上
位
の
方
か
ら
入
居
案
内
を
行
い
、
辞
退
者
が
出
た

　
場
合
は
そ
の
次
の
順
位
の
方
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
順
位
が
上
位
で

　
も
空
家
待
ち
の
た
め
入
居
案
内
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方
。

②
所
得
基
準
に
合
う
方
。
同
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
（
既
婚
者
を
含

　
む
）
の
所
得
を
含
め
、
諸
控
除
後
の
月
額
が
平
成
28
年
度
受
付
の

　
所
得
基
準
額
（
表
１
参
照
）
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。
１
世
帯
で
２

　
人
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
各
所
得
金
額
を
合
算
。

③
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
。
公
営
住
宅（
県
営
・
市
営
・
町
営
・

　
村
営
）
の
使
用
名
義
人
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

④
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
方
で
不
正
な
使
用
を
し
た

　
こ
と
が
な
い
方
。

⑤
共
同
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
方
。

⑥
入
居
名
義
人
は
成
年
者
（
20
歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）
で
あ
り
、

　
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
。

⑦
桜
町
団
地
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
単
身
入
居
可
能
年
齢
は
65
歳
以
上
。

⑧
子
育
て
支
援
用
住
宅
は
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
と
同
居
し

　
扶
養
し
て
い
る
方
。
期
限
（
扶
養
す
る
子
ど
も
が
中
学
校
卒
業

　
ま
で
）つ
き
入
居
で
す
の
で
、期
限
満
了
ま
で
に
退
去
と
な
り
ま
す
。

⑨
車
椅
子
用
住
宅
は
、
常
時
車
椅
子
の
使
用
を
必
要
と
す
る
身
体
障
害
者

　
手
帳
２
級
以
上
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
そ
の
方
を
含
む
世
帯
。

⑩
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑪
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　
条
第
６
号
に
規
定
す
る
「
暴
力
団
員
」
で
な
い
こ
と
。

表
１
【
平
成
28
年
度
受
付
の
所
得
基
準
】

一
般
世
帯

月
額
15
万
８
千
円
以
下

裁
量
階
層
世
帯

月
額
21
万
４
千
円
以
下

※
裁
量
階
層
世
帯
と
は
、

高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者

世
帯
、
子
育
て
世
帯
な
ど
。

●問合せ　市都市政策課　都市政策係
　TEL ２５ - １１１１（内線 1311）開通記念プレイベントの開催！

東九州自動車道 京築地域

●問合せ　市環境課
　TEL ２５ - １１１１（内線 1253）資源回収団体を募集します

行
橋
市
で
は
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
た
め
、
ま
た
地
域
の
資

源
ご
み
の
再
利
用
お
よ
び
再

資
源
化
の
た
め
、
地
域
の
各
種
団
体
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
、
資
源
ご
み
の
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
各
団
体
が
回
収
し

た
資
源
ご
み
を
引
き
取
り
業
者
に
渡
し

て
い
た
だ
く
と
、
回
収
量
に
応
じ
て
、

市
か
ら
各
団
体
へ
奨
励
金
を
お
支
払
い

ま
す
。
よ
り
多
く
の
資
源
ご
み
を
皆
さ

ま
に
回
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご

み
処
理
料
金
の
大
き
な
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
多
く
の
団
体
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
参
加
可
能
な
団
体

　
子
ど
も
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
、

自
治
会
、
そ
の
他
の
団
体

※
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で
あ

り
、
１
つ
の
行
政
区
ま
た
は
校
区
に
住

む
地
域
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
団

体
に
限
り
ま
す
。
団
体
登
録
時
に
、
規

約
・
名
簿
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◇
回
収
品
目

　
新
聞
類
、
段
ボ
ー
ル
類
、
雑
誌
類
、

繊
維
類

※
１
㎏
に
つ
き
５
円
（
予
定
）
の
奨
励
金

　
詳
細
は
、
市
環
境
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▲太陽旅行【協賛】

▲

西鉄バス北九州（株）【協賛】
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「花のある行橋の風景」写真を募集します！
平成 29 年版「行橋ふるさとカレンダー」掲載 ●問合せ　行橋市観光協会事務局（市商業観光課内）

　TEL ２５ - １１１１（内線 1221）

行
橋
市
観
光
協
会
で
は
、
平
成
29
年
版
「
ふ
る
さ
と
カ
レ

ン
ダ
ー
」
の
紙
面
を
飾
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
テ
ー

マ
は
「
花
の
あ
る
行
橋
の
風
景
」。
行
橋
市
内
で
撮
影
さ

れ
、
花
が
メ
イ
ン
の
行
橋
ら
し
い
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
応
募
資
格

　市
内
・
市
外
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
い
ま
せ
ん
。

◇
応
募
規
程

①
１
人
３
点
ま
で
。
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
応
募
写
真
の
規
格
は
、
四
つ
切
（
２
５
４
㎜
×
３
０
５
㎜
）、
ワ

　
イ
ド
四
つ
切
（
２
５
４
㎜
×
３
６
５
㎜
）、ま
た
は
Ａ
４
（
２
１
０

　
㎜
×
２
９
７
㎜
）
で
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

③
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

④
肖
像
権
に
つ
い
て
は
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
撮
影
場

　
所
が
個
人
の
土
地
の
場
合
は
、
土
地
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
く

　
だ
さ
い
。

⑤
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
用
に
入
選
し
た
作
品
は
、
原
版
（
デ
ジ
タ
ル

　
デ
ー
タ
ま
た
は
フ
ィ
ル
ム
）
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑥
入
選
作
品
の
著
作
権
は
行
橋
市
観
光
協
会
に
帰
属
し
ま

　
す
。
ま
た
カ
レ
ン
ダ
ー
に
加
え
て
行
橋
市
の
広
報
・
観

　
光
Ｐ
Ｒ
等
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
応
募
方
法

　
作
品
１
点
ご
と
に
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
）、
題
名
、

花
の
名
前
、撮
影
場
所
、撮
影
日
を
明
記
し
た
用
紙
（
書
式
は
自
由
）

を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
持
参
の
場

合
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

　
応
募
締
切
は
９
月
15
日
（
木
）
で
す
。

※
応
募
の
際
に
提
出
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
入
選
者
の
結
果
発
表
・

連
絡
等
の
目
的
の
み
に
使
用
し
適
正
に
管
理
し
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
で
も
画
質
が
良
け
れ
ば
構

い
ま
せ
ん
。

●問合せ　市介護保険課
　℡２５- １１１１（内線 1175）

子
育
て
中
の
働
き
た
い
女
性
の

就
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
、
就
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
出
張
相
談
で
す
。
就
職
活
動
や
子

ど
も
の
預
け
先
に
つ
い
て
な
ど
個
別
に

相
談
を
受
け
付
け
、
就
業
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
お
仕
事

あ
っ
せ
ん
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。
相
談

に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※
相
談
日
時
は
年
度
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
左
記
は
４
月
１
日
以
降
（
平
成

28
年
度
）
の
日
程
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
日
時

　毎
月
第
４
木
曜
日

　
10
時
〜
12
時

　（
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

◇
場
所

　
行
橋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
る
〜
ぷ
る

◇
定
員

　２
人

◇
申
込
み

　
相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に
上
記
へ
直

接
申
込
み
の
う
え
、
相
談
時
間
を
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
福
岡
県
子
育
て
女
性
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

平成 28 年度 子育て女性就職相談 ●問合せ　福岡県子育て女性就職支援センター
　TEL ０９３ - ５７１ - ６４４０

高
齢
に
な
る
と
、
徘
徊
し
て
道
に
迷
っ
た

り
、
家
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
事
故
な
ど
の
危
険
が

伴
う
場
合
も
あ
り
、
ご
家
族
に
と
っ
て
は
と
て
も

心
配
な
も
の
で
す
。

　
市
介
護
保
険
課
で
は
、
徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知

症
高
齢
者
を
早
期
発
見
・
保
護
す
る
た
め
、
ま
た
、

ご
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
「
徘
徊
高
齢

者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
前
登
録
を
し
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
徘
徊
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
登
録
方
法

　
徘
徊
を
し
て
い
た
認
知
症
高
齢
者
本
人
が
発

見
・
保
護
さ
れ
た
場
合
に
、
本
人
確
認
や
家
族
な

ど
へ
の
連
絡
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、
ご
本
人
の

情
報
を
事
前
に
登
録
し
て
お
き
ま
す
。
登
録
内
容

は
、
市
介
護
保
険
課
、
行
橋
警
察
署
、
各
高
齢
者

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
共
有
し
ま
す
。

■
申
込
者
：
本
人
ま
た
は
家
族
等

■
対
象
者
：
行
橋
市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の

　
高
齢
者
、
ま
た
は
若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ
れ

　
た
方
で
徘
徊
行
動
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お

　
そ
れ
の
あ
る
方

■
手
続
き
：
担
当
校
区
の
高
齢
者
相
談
支
援
セ
ン

　
タ
ー
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
後
日
、
必
要

　
な
登
録
手
続
き
を
行
う
た
め
に
訪
問
を
行
い
ま

　
す
。
申
請
者
の
印
鑑
と
対
象
者
の
写
真
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
。

SOS ネットワーク事業に登録しましょう！

⑨　28．3．15　

【
問
合
せ
】

市
下
水
道
課 

管
理
係

℡ 

２
５
‐
１
１
１
１

　（
内
線
１
２
７
１
）

下
水
道
使
用
料
は

排
水
量
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す

　
下
水
道
使
用
開
始
に
伴
っ
て
、

流
し
た
汚
水
量
に
応
じ
た
下
水

道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
水
道
水
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
水
道
の
使
用
量
で
す
。

受
益
者
が
負
担
す
る
公
平
な
制
度
（
受
益
者
負
担
金
制
度
）

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
汚
水

が
衛
生
的
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
環
境
が
改

善
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
の
利
便

性
や
利
用
価
値
が
増
加
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
下
水
道
施
設
は
現
在
、

限
ら
れ
た
地
域
の
人
々
し
か
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
下
水
道
の

建
設
費
の
う
ち
市
費
分
を
住
民
か
ら

の
税
金
で
ま
か
な
う
こ
と
は
、
下
水

道
を
利
用
で
き
な
い
人
々
に
ま
で
負

担
を
か
け
、
税
負
担
の
公
平
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
受
益
者
負
担
金
制
度
は
、
下
水
道

を
利
用
（
受
益
）
で
き
る
供
用
区
域

の
人
々
に
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
公
平
な
制
度
で
す
。

●
新
た
に
受
益
者
負
担
金
の

対
象
と
な
る
土
地

　
平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に
下
水
道

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
で

す
。
毎
年
度
当
初
に
賦
課
対
象
区
域

と
し
て
公
示
し
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
を
納
め
る
方

　
下
水
道
供
用
区
域
内
に
あ
る
す
べ

て
の
土
地
の
所
有
者
が
受
益
者
と
な

り
ま
す
。
そ
の
土
地
に
地
上
権
、
質

権
、
使
用
賃
貸
借
な
ど
の
権
利
が
あ

る
場
合
は
、
土
地
所
有
者
と
権
利
者

の
協
議
に
よ
り
、
権
利
者
を
受
益
者

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
の
算
出

　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
６
０
０

円
で
す
。
こ
の
単
価
に
面
積
分
を
か

け
て
、負
担
金
の
額
を
算
出
し
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
の
納
入
方
法

　
１
年
間
に
４
回
、
５
年
間
で
20
回

払
い
と
な
り
ま
す
。
各
年
度
の
納
期

限
は
原
則
次
の
通
り
で
す
。

　
・
第
１
期
　
7
月
末
日

　
・
第
２
期
　
9
月
末
日

　
・
第
３
期
　
12
月
28
日

　
・
第
４
期
　
2
月
末
日

※
一
括
納
付
の
納
期
限
は
７
月
末
日

で
す
。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
公
共
下
水
道
事
業
供
用
区
域
が
広

が
り
、
新
た
に
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
供
用
が
開
始
さ
れ
る
と
、
宅
内
の

排
水
設
備
工
事
、
受
益
者
負
担
金
、

使
用
料
と
い
っ
た
負
担
を
お
か
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
美
し
い
自
然

と
快
適
な
生
活
環
境
を
子
孫
に
残
す

た
め
に
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

下
水
道
利
用
に
は

 

排
水
設
備
工
事
が
必
要
で
す

【
排
水
設
備
の
設
置
は
速
や
か
に
】

　
下
水
道
の
供
用
区
域
に
な
る
だ
け

で
は
下
水
道
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
す
る
に
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
流
し
こ
む

た
め
の
排
水
設
備
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
生
活
排
水
を
道
路
の
側
溝

や
水
路
な
ど
に
い
つ
ま
で
も
流
し
こ

ん
で
い
て
は
、
公
衆
衛
生
上
好
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
供
用
区
域
に
な
る
と
、

で
き
る
だ
け
早
く
排
水
設
備
を
設
置

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
ト
イ
レ
の
水
洗
化
も
必
要
に
】

　
下
水
道
供
用
区
域
に
な
る
と
、
３

年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
を
水
洗

便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、
下
水
道
供
用
区
域
内
で

は
下
水
道
に
接
続
し
た
水
洗
ト
イ
レ

に
し
な
い
と
家
屋
を
新
築
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

※
排
水
設
備
の
工
事
費
用
は
個
人
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
排
水
設
備
工

事
は
、
市
の
「
指
定
工
事
店
」
で
な
け

れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店

に
つ
い
て
は
市
下
水
道
課
管
理
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
一
括
納
付
報
奨
制
度

　
受
益
者
負
担
金
を
期
限
ま
で
に

全
額
一
括
（
５
年
分
）
ま
た
は
残
期

一
括
（
残
り
１
〜
４
年
分
）
を
納
め

る
方
に
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

基本使用料
汚水排出量 使用料
10㎥まで 1,620 円

従量使用料
汚水排出量 1㎥あたり使用料
11㎥～ 20㎥ 184 円
21㎥～ 30㎥ 205 円
31㎥～ 40㎥ 227 円
41㎥～ 50㎥ 248 円
51㎥～ 270 円

平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に

　
　下
水
道
を
使
え
る
区
域

　
◆
大
橋
２
丁
目

　
◆
行
事
１
、２
、３
、

　
　
　
　
４
、５
、６
丁
目

　
◆
東
大
橋
２
、３
丁
目

　
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
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【問合せ】市障がい者支援室 障がい者支援係　℡ 25-1111
　・①、③については⇒内線 1151 へ
　・②については⇒内線 1154 へ（市障がい者支援係内に基幹相談支援センターを設置し、障害者虐待
　　　　　　　　　　　　　　　　　防止に関することなどさまざまな相談をお受けしています）

　

障
が
い
者
（
児
）
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
か
ら
の
福
祉
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
助

言
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
援
助
や
社
会
資
源
の
活
用

支
援
、
権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
援
助
、
そ
の
他
地
域
生
活

に
必
要
な
支
援
を
行
う
機
関
と
し
て
、
市
内
２
カ
所
に
障
害
者

相
談
支
援
事
業
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

ま
た
「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
基
本
と
し
、
障
が
い
を

持
つ
当
事
者
同
士
が
、お
互
い
平
等
な
立
場
で
話
を
聞
き
合
い
、

き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
相
談
支
援
事
業
所
も
設
置
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談
支
援
事
業
所

　

自
立
支
援
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

夢
風
船

　
　

℡
２
６
‐
７
９
６
０
（
市
内
全
域
が
対
象
で
す
）

受託者 担当中学校区

夢のつばさ
社会福祉法人

行橋市社会福祉協議会
（℡ 25-5534）

行橋
中京
長峡

社会福祉法人　共生の里
（℡ 28-9388）

今元、仲津、泉

・・・・障がい者支援に関するお知らせ・・・・
　

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
費
の
新
規
支
給
・
再
支
給
・
修

理
の
要
否
判
定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定
、
完
成
品
検
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
電
動
車
椅
子
、
座
位
保
持
装
置
、
重
度
障
害

者
用
意
思
伝
達
装
置
に
つ
い
て
は
相
談
の
み
で
判
定
は
行

い
ま
せ
ん
。

■
日
時
：
４
月
27
日
（
水
）　

10
時
～
15
時

■
受
付
方
法

　

市
障
が
い
者
支
援
係
へ
事
前
予
約
が
必
要
で
す
（
今
年

度
か
ら
導
入
の
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。
事
前
予
約
は
、

４
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
当
日
受
付
時
間

　

９
時
30
分
～
11
時
、
12
時
30
分
～
14
時

※
な
お
、
事
前
予
約
人
数
が
20
人
以
下
の
場
合
は
、
午
前

　

中
で
終
了
し
ま
す
。

■
場
所

　

ウ
ィ
ズ
ゆ
く
は
し
１
階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
持
参
す
る
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳

②
印
鑑

③
再
支
給
の
場
合
は
前
回
支
給
の
補
装
具

④
修
理
の
場
合
は
修
理
が
必
要
な
補
装
具　
　
　
　

■
注
意
事
項

①
必
ず
障
が
い
者
の
方
ご
本
人
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

②
現
在
、
巡
回
相
談
で
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
作

　

成
や
補
聴
器
の
判
定
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
巡
回
相
談
後
、
適
合
判
定
（
６
月
８
日
）、
完
成
品
検

　

査
（
７
月
６
日
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
指
定
さ
れ
た
会
場
以
外
の
会
場
に
行
く
場
合
は
、
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
の
方
の

日
常
生
活
の
利
便
を
図
り
、
社
会
活
動
の
範

囲
を
広
げ
る
た
め
「
行
橋
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
利
用
券
の
交
付
は
４
月
１
日
（
金
）
か
ら

で
す
。
ま
た
利
用
券
は
再
交
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
紛
失
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
助
成
内
容

　

申
請
し
た
月
か
ら
、
月
に
３
枚
（
年
度
内

36
枚
を
限
度
）
の
利
用
券
（
小
型
タ
ク
シ
ー

基
本
料
金
）
を
交
付
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
１
級
の
方
は
、

月
８
枚
（
年
度
内
96
枚
を
限
度
）
の
利
用
券

を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
用
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
行
橋
市
に
住
所
の
あ
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、療
育
手
帳
Ａ
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず

　

れ
か
を
お
持
ち
の
方

③
平
成
27
年
度
市
民
税
所
得
割
が
非
課
税
の
方

④
入
院
ま
た
は
施
設
等
に
入
所
し
て
い
な
い
方

■
手
続
方
法

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
市
障
が
い
者
支
援
係
で
交
付
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
障
が
い
者（
児
）の
相
談
窓
口

③
平
成
28
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

①
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

⑪　28．3．15　

あなたの健康を応援します　℡2３-８８８８
【重要】行橋市高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種について

平成 27年度
高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種対象者

※下記の生年月日の方は、
　平成 28年 3月 31日（木）までになります。

健康づくり
推進係

◆対象者
今までに肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスNP）を
接種したことがなく、
行橋市在住で
① 左記年齢の方

　平成 27 年度行橋市高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種は、平成 28年 3月 31日（木）までです。これを過ぎると、
対象者が変わり、平成 27 年度の対象の方は対象から外れますのでご注意ください。

年　齢 生　年　月　日

65 歳 昭和 25 年 4 月 2 日　～　昭和 26 年 4 月 1 日

70 歳 昭和 20 年 4 月 2 日　～　昭和 21 年 4 月 1 日

75 歳 昭和 15 年 4 月 2 日　～　昭和 16 年 4 月 1 日

80 歳 昭和 10 年 4 月 2 日　～　昭和 11 年 4 月 1 日

85 歳 昭和 5 年 4 月 2 日　～　昭和 6 年 4 月 1 日

90 歳 大正 14 年 4 月 2 日　～　大正 15 年 4 月 1 日

95 歳 大正 9 年 4 月 2 日　～　大正 10 年 4 月 1 日

100 歳 大正 4 年 4 月 2 日　～　大正 5 年 4 月 1 日

②接種日に 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓・腎臓ま
たは呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極
度に制限される方 ( おおむね身体障害者障害程度等級
1 級の方 ) または、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫
の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方 (
おおむね身体障害者程度等級 1 級の方 )。なお、上記の
障害以外 ( 例：肢体不自由など ) の方は該当しません。

※対象者②の方で、身体障害者障害程度等級 1 級をお
持ちの方は身体障害者手帳をご持参ください。

◆自己負担金：1,800 円
※生活保護を受けている方は無料で接種できます。「保
護受給証明書」( 市生活支援課にて発行 ) を医療機関の
窓口に提出してください。

平成 28年度
高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種対象者

実施期間
平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金）

◆持参品：自己負担金 1,800 円 ( 生活保護受給中の方
は保護受給証明書 )、保険証

年　齢 生　年　月　日

65 歳 昭和 26 年 4 月 2 日　～　昭和 27 年 4 月 1 日

70 歳 昭和 21 年 4 月 2 日　～　昭和 22 年 4 月 1 日

75 歳 昭和 16 年 4 月 2 日　～　昭和 17 年 4 月 1 日

80 歳 昭和 11 年 4 月 2 日　～　昭和 12 年 4 月 1 日

85 歳 昭和  6 年 4 月 2 日　～　昭和  7 年 4 月 1 日

90 歳 大正 15 年 4 月 2 日　～　昭和  2 年 4 月 1 日

95 歳 大正 10 年 4 月 2 日　～　大正 11 年 4 月 1 日

100 歳 大正  5 年 4 月 2 日　～　大正  6 年 4 月 1 日

平成 28年 4月 1日から
対象者が下記の生年月日に
変更になります！

　高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種について
◆このワクチンは、肺炎球菌による肺炎を予防し、または重症化を防ぎます
◆全ての肺炎が予防できるわけではないため、うがい、手洗い、マスクなどの日常生活での感染予防も大切です
◆このワクチンは、1年のどの時期に接種してもよいワクチンです (肺炎は季節を問わず発症する可能性があります )
◆接種後の副反応について
・接種後 24 時間、特に接種直後の 30 分以内は健康状態の変化に注意しましょう
・肺炎球菌ワクチンは、５年以内に再接種をした場合、副反応が強く出ることがありますので、特にご注意ください。
・予防接種を受けた後、予防接種部位が痛みや熱をもってひどく腫れたり、悪寒、頭痛、じんましん、高熱が出る
　などしたら、保険証を持って接種した医療機関を受診してください
◆予防接種を受けることができない方
①発熱している方 (37.5℃以上の発熱 )
②重症かつ急性疾患にかかっている方
③その他主治医または接種医が予防接種を見合わせるべきと判断した方

〈注意〉
今までに肺炎球菌ワクチン (ニューモバックスNP)
を接種された方は対象になりません。
万が一、5年以内に再接種をした場合、接種部位が
痛む・腫れる・硬くなるなどの副反応が強く出るこ
とがありますので、特にご注意ください。

※指定医療機関等、ご不明な点がありましたら健康
　づくり推進係までお問い合わせください。
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子育て
支援係支援係

子育てを頑張る
皆さんを応援します！
℡2５-１１１１
　　　　　（内線 1183、1184）

☆ 母子保健カレンダー ☆
3 月
  15 日（火）　1 歳 6 カ月児健診（H26 年 8 月生）

  18 日（金）　ハグルーム（育児相談）※要予約

  24 日（木）　3 歳児健診（H25 年 2 月生）

4 月
    5 日（火）　4 カ月児健診（H27 年 11 月生）

  12 日（火）　7 カ月児健診（H27 年 8 月生）

  19 日（火）　1 歳 6 カ月児健診（H26 年 9 月生）

  22 日（金）　ハグルーム（育児相談）※要予約

  25 日（月）　育児講演会　※要予約

  26 日（火）　3 歳児健診（H25 年 3 月生）

※発達相談の日程については、下記をご覧ください。

◆日 時：4 月 22 日（金）
　　　　　  9 時 30 分～ 11 時
◆場 所：ウィズゆくはし 
◆対 象 者：行橋市在住の赤ちゃんと保護者
◆内 容：個別の母乳相談、育児相談に
　　　　　  保健師・助産師が応じます。
◆申込締切：4 月 15 日（金）

ハグルーム（育児相談） 要予約

　お子さんの発達について不安や心配のある方はお気
軽にご相談ください。
　例えば…ことばが遅い、お友だちとうまく遊べない、
　　　　　落ち着きがない、歩行が遅い、思い通りに
　　　　　ならないと激しくかんしゃくを起こすなど
◆ 4 月の相談日
　13 日（水）、18 日（月）、20 日（水）、
　25 日（月）、27 日（水）
◆時 間：9 時～ 16 時
◆場 所：ウィズゆくはし 2 階
◆対 象 者：未就学のお子さまと保護者
◆申込締切：各相談日の 1 週間前まで
※お申込みの際、あらかじめ相談の内容をお伺いしま
　す。なお、ご予約時にご希望の日が定員になってい
　る場合もありますので、　
　ご了承ください。

発 達 相 談 要予約

ＭＲ（麻しん風しん混合ワクチン）について
　感染力の強い麻しんは空気を介して人から人へとうつ
るため、手洗いやマスクだけでは予防できません。ワク
チンの接種だけが感染を防ぐただひとつの方法です。十
分な免疫をつけるためには 2 回の接種が必要です。
ＭＲ（麻しん風しん混合）ワクチンの第２期の接種が
済んでいない方は、医療機関にて接種をしてください。

予防接種について

◆対 象 者：小学校就学前の１年間にある者
　　　（平成21年4月2日～平成22年4月1日生まれ）
◆料 金：無料（ただし、平成 28 年 3月 31 日を過
ぎると実費となります）

子育てアルバム
▼ひなまつりは
　楽しめたかな？

⑬　28．3．15

なかよし広場 A・B（0 歳～ 5 歳）
　親子でいろいろな遊具やおもちゃを使って自由にあ
そぶ広場です。入退室はご自由となっています。お気
軽にどうぞ。
◆開 催 日：【A】4 月 22 日（金） 【B】4 月 11 日（月）
◆時 間：9 時 30 分～ 15 時
◆場 所：ウィズゆくはし 1 階 多目的ホール
◆計測時間：9 時 30 分～ 14 時 30 分（希望者）
◆食事タイム：11 時 40 分～ 13 時
　　　　　　　（シート持参・ごみは各自）
【なかよし広場A】
　保健師・助産師・栄養士による相談コーナー
　育児・母乳・離乳食など（母子手帳を持参してください）
　相談時間…9 時 30 分～ 11 時 30 分
　お子さんをあそばせながら気軽に相談ができます。
【なかよし広場B】相談コーナーはありません
　11 時から誕生会をします。誕生会が始まる前に手形・
　計測をします。誕生者のみ市報掲載用の写真撮影を
　します（希望者のみ）。

◆開 設 日 ： 4 日（月）、13 日（水）、
　　　　　　20 日（水）、28 日（木）
◆場 所：めばえルーム（ウィズゆくはし 2 階事務所内）
◆時 間：（AM）   9 時 30 分～ 12 時
  　　　　　（PM）　13 時 30 分～ 15 時 30 分
※下記の日程については、めばえルーム（ウィズゆく
　はし 2階事務所内）を利用できません。
　・0歳児の日（0歳児だけ利用できます）
　・乳幼児健診日（月 4回）
　・なかよし広場（A）（月 1回）
　・イベント・講座開催日
※上記以外の日は、相談、交流、身長、体重の計測や
　1 歳以上のお子さまも、お気軽にご利用ください。

4 月の「0歳児の日」（市内の 0 歳児対象）

子育て広場 に
遊びに来ませんか？

市子育て支援センター
 　　　　　　　　　TEL・FAX：25-5488

Sun ちゃん広場 4 月 カレンダー
時間：（AM）   9 時 30 分～ 12 時　場所：ウィズゆくはし

うたあそび
運動あそび
こいのぼりを
作ってみよう！

  6 日（水）
14 日（木）
27 日（水）

0 歳～ 1 歳 6 カ月
1 歳 7 カ月～ 5 歳
0 歳～ 5 歳

対象年齢開 催 日 内　　容

◎たくさんの市民の方が利用します。事故、けがの無い
　ように、お子さまから目を離さないようお願いします。
◎降雪、地震、豪雨など自然災害時にはサークル、講座
　など中止することもあります。電話でご確認ください。

☆ 2 月 お誕生日おめでとう！！☆

◆日 時：4 月 7 日（木） 
　　　　　  10 時 30 分から（10 時から受付）
◆場 所：ウィズゆくはし 1 階 多目的ホール
◆対 象 者：0 歳～ 1 歳 6 カ月の児童
◆講 師：黒田 晴子さん　◆定 員：35 組

～子育て講座～①
「子どもが育つコミ二ケーションあそび」

要予約

◆日 時：4 月 8 日（金）
　　　　　  10 時から（9 時 30 分から受付）
◆場 所：ウィズゆくはし 1 階 多目的ホール
◆対 象 者：2 カ月～ 4 カ月までの赤ちゃんと保護者
◆講 師：光根 洋子さん（助産師）
◆定 員：25 組
◆持 参 品：バスタオル、オイル代金 200 円

～子育て講座～②
「親子触れ合いベビーマッサージ」

要予約

子育て広場のご案内
　きらきら星幼稚園 乳幼児親子クラブ「POKAPOKA」
と「POCAFE」では、平成 28 年度の会員を募集します。
説明会を 4 月 15 日（金）10 時 30 分から、きらきら
星幼稚園（行橋市矢留 810 番地）で行います。
◆対 象 者：0 歳～ 3 歳の児童
◆入会金・月会費：有（※ POKAPOKA は年度途中か
らの入会は不可です）詳しくはお問い合わせください。
◆問 合 せ：℡ 23-6964
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お知らせします

　  行橋市職員の給与

※一般行政職の職員とは、一般職の職員から税務職、保健師、消防職、企業職（水道事業）、福祉職、技能労務職の職員を除いた
　ところの職員をいい、本市では、296 人です。

■職員の初任給の状況（平成 27年４月１日現在）

※地方公務員と国家公務員とでは、それぞれの団体の職員構成が違うため、単純平均による給料水準の比較では実態を表しませ
　ん。そのため、地方公共団体の職員構成が国の職員構成と同一と仮定して、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国家公
　務員の給料月額を 100 として計算した指数「ラスパイレス指数」を用いて総合的に給料水準を比較します。
※平成 24 年度、平成 25 年度の数値は、国家公務員の時限的（2年間）な給与改定特例法による措置がないとした場合の数値です。

※職員手当の中には、退職手当は含まれていません。
※職員数は、平成 27 年 4 月 1 日現在の人数です。　

※国家公務員は、一般行政職のほかに税務職や保健師といったそれぞれの専門職給料表を使用していますが、本市の職員（消防
　職員および技能労務職員を除く）は、税務職や保健師も一般行政職と同じ給料表を使用しています。

■人件費の状況（普通会計決算）

※普通会計とは、水道事業、国民健康保険などの特別会計を除いたところをいいます。
※実質収支とは、形式収支（歳入－歳出）から翌年度に繰り越すべき財源を控除した決算額です。
※人件費には、特別職に支給される給料、報酬も含まれています。
※人件費率は、歳出総額中に占める決算上の人件費の割合を示すもので、財政運営上の一つの指標としてとらえることができます。

■職員給与の状況（普通会計決算）

職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成 27年４月１日現在）

一般行政職のラスパイレス指数

区分 住民基本台帳人口
（H27.3.31） 歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率

（B／A） 前年度の人件費率

26 年度 人
72,738

千円
26,298,433

千円
508,630

千円
3,661,170

％
13.7

％
14.1

区分 職員数
A

給与費 1人当たりの給与費
（B／A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計B

26 年度 人
427

千円
1,469,603

千円
242,650

千円
557,661

千円
2,269,914

千円
5,316

区分 行橋市 国
初任給 採用 2年後 初任給 採用 2年後

一般行政職
大学卒 180,800 円 194,700 円 176,700 円 190,200 円
高校卒 146,500 円 157,700 円 144,600 円 154,300 円

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

行橋市 308,479 円 39.1 歳 277,874 円 36.3 歳
国 334,283 円 43.5 歳 289,141 円 50.2 歳

区分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度
行橋市 101.2 102.7 101.9 102.3 101.6

【問合せ】市総務課職員係　℡２５－１１１１（内線1433）

　地方公務員の給与は、国および他の地方公共団体の給与を考慮して、条例で定められることにな
っています。
　本市の職員等の給与は、議会における給与条例、予算審議等を通じて公にしていますが、市民の
皆さんになお一層のご理解をいただくため、毎年１回この時期に職員の給与支給状況等を公表して
います。
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※職員は、従事する職務と責任の程度に応じて、給料表に定める級に格付けされることになっています。
※構成比は、それぞれについて端数処理をしているため、合計が 100％にならない場合があります。

※時間外勤務手当は、正規の勤務時間を超えて勤務するこ
　とを命ぜられたときに支給されるものです。

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 27年４月１日現在）

■一般行政職の級別職員数の状況（平成 27年４月１日現在）

時間外勤務手当

扶養・住居・通勤・管理職手当（平成 27年４月１日現在）

■職員手当の状況　　　職員に支給される諸手当は条例で定まっており、それ以外の手当は支給することができません。

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準的な職務内容 主事・技師 主任 係長・主査
主任主査

課長
課長補佐

主幹・主査幹
課長 部長 部長

職員数 28 人 29 人 90 人 71 人 39 人 29 人 9 人 0 人 295 人
構成比 9.5％ 9.8％ 30.5％ 24.1％ 13.2％ 9.8％ 3.1％ 0％ 100％

26 年度
支給実績 職員１人当たり支給月額

80,790 千円 14,234 円

※特殊勤務手当は、危険、不快、不健康または困難な勤務、
　その他著しく特殊な勤務に従事する職員に支給されるも
　のです。

特殊勤務手当

26 年度

区分 全職員
職員全体に占める
手当支給職員の割合 23.9％

支給対象職員１人
当たり平均支給月額 5,198 円

手当の種類（手当数） 8 種類

代表的
な手当
の名称

支給額の多い手当 清掃業務手当（月額 5,400 円）
多くの職員に
支給されてい
る手当

救急業務従事者手当
徴収員手当
査察指導員手当

※期末・勤勉手当は、民間における賞与のことです。

期末・勤勉手当

区分 行橋市 国
27 年度支給割合 27 年度支給割合

支給月 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.75月分 1.225月分 0.75月分

12月期 1.375月分 0.85月分 1.375月分 0.85月分

計 2.60 月分 1.6 月分 2.60 月分 1.6 月分

職制上の段階、職務の級
等による加算措置　有

職制上の段階、職務の級
等による加算措置　有

退職手当（平成 27年４月１日現在）

区分 行橋市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分 20.445 月分 25.556 月分

勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分 29.145 月分 34.583 月分

勤続 35 年 43.70 月分 52.44 月分 41.325 月分 49.59 月分

最高限度額 52.44 月分 52.44 月分 49.59 月分 49.59 月分
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～ 45％加算）

定年前早期退職特例措置
（２～ 45％加算）

支給額 退職時給料×上記支
給割合＋調整額

退職時給料×上記支
給割合＋調整額

区分 内容

扶養手当

配偶者
扶養親族２人まで
扶養親族３人以上
配偶者のないもので扶養１人まで

13,000 円
6,500 円
6,500 円

11,000 円

住居手当 持家
借家　　　　　　最高限度額

2,000 円
27,000 円

通勤手当

交通機関利用者　　全額支給　　
　　　　　　　　　最高限度　　55,000 円
２㎞以上５㎞未満　　　　　　　 2,000 円
５㎞以上 10㎞未満　　　　　　　 4,100 円
10㎞以上　　　　　 　6,500 円～ 24,500 円

管理職手当

部長相当職　　　　　　　　　100 分の 15
部次長相当職　　　　　　　　100 分の 13
課長相当職　　　　　　　　　100 分の 12
課長補佐相当職　　　　　　　100 分の９
係長相当職　　　　　　　　　100 分の８

区分
一般行政職

経験年数
（10 年以上 15 年未満）

経験年数
（15 年以上 20 年未満）

経験年数
（20 年以上 25 年未満）

大学卒
行橋市 281,575 円 345,268 円 378,269 円

国 296,240 円 345,984 円 391,021 円

高校卒
行橋市 234,278 円 286,380 円 336,983 円

国 251,495 円 301,604 円 347,960 円
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※職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）であり、臨時または非常勤を除いています。なお、（ 　）内は再任用短時間勤務職員（外
　数）です。
※公営企業等会計部門の「その他」は、国民健康保険事業および介護保険事業に従事する職員です。

■特別職の報酬等の状況（平成 27年４月 1日現在）

定員の状況
　ア　部門別職員数の状況

　イ　平成 26年〜平成 27年の職員数の増減状況

各年４月 1日現在

区分 給料・報酬月額 期末手当
支給月 支給割合

市　長 855,000 円
６月期
12 月期

計

1.40 月分
1.50 月分

2.90 月分

副市長 708,000 円
議　長 508,000 円
副議長 446,000 円
議　員 419,000 円

区分
部門

職 員 数 対 前 年 増 減 数
平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会 60 70 60 0 1 ▲ 1
総　　務 91 90 96 ▲ 1（▲ 1） ▲ 1 6
税　　務 28 28 26 0 0 ▲ 2
民　　生 69 64（1） 61（1） ▲ 4 ▲ 5（ 1） ▲ 3（ 0）
衛　　生 56（1） 55 56 4（ 1） ▲ 1（▲ 1） 1
労　　働 0 0 0 0 0 0
農林水産 28 28 24 1 0 ▲ 4
商　　工 7 8 12 ▲ 1 1 4
土　　木 31 30 35（1） 2 ▲ 1 5（ 1）

計 316（1） 310（1） 316 1（ 0） ▲ 6（ 0） 6（ 1）
教育部門 34 48 48（1） 1（▲ 1） 14（ 0） 0（ 1）
消防部門 64（1） 65（1） 63 1（ 0） 1（ 0） ▲ 2（▲ 1）
小　　計 414（2） 423（2） 427（3） 3（▲ 1） 9（ 0） 4（ 1） 

会
計
部
門

 

公
営
企
業
等

水　道 15 14 13 1 ▲ 1 ▲ 1
下水道 14（1） 14 12 ▲ 2（ 1） 0（▲ 1） ▲ 2
その他 21 21 21 1 0 0
小　計 50（1） 49 46 0（ 1） ▲ 1（▲ 1） ▲ 3

合計 464（3） 472（2） 473（3） 3（ 0） 8（▲ 1） 1（ 1）

部門 増員数 減員数 差引 主な増減理由

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会 0 1 ▲ 1 退職不補充
総　　務 8 2 6 機構改革による政策調整監配置に伴う増員
税　　務 0 2 ▲ 2 証明発行業務移管に伴う減員
民　　生 1 4 ▲ 3 児童クラブの業務移管に伴う減員
衛　　生 1 0 1 環境課参事の配置に伴う増員
労　　働 0 0 0
農林水産 0 4 ▲ 4 法定外公共物事業移管に伴う減員
商　　工 4 0 4 機構改革による地域商業活性係設置に伴う増員
土　　木 6 1 5 機構改革による建築部門の一元化に伴う増員

教育部門 7 7 0 機構改革による建築部門の一元化に伴う減員
機構改革による教育政策課設置に伴う増員

消防部門 0 2 ▲ 2 退職不補充
会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　道 0 1 ▲ 1 業務分担見直しに伴う減員
下水道 0 2 ▲ 2 業務分担見直しに伴う減員
その他 0 0 0

Information

国際絵画交流作品を展示します
ボランティアグループ「櫂」

090-4775-1038
　ニューヨーク市グレースチャーチス
クールと椿市小学校の生徒達が「私の夢」
という同じテーマで描いた絵 80 点を展
示します。皆さまぜひ見に来てください。
■日時：3 月 25 日（金）～ 31 日（木）
■場所：コスメイト行橋 1 階ロビー

チューリップ祭り
花公園をつくろう会　 24-3824
　コーヒー、カレー、おでんの販売のほ
かバザーも予定しています。一面に咲き
誇ったチューリップを見に、ぜひお越し
ください。
■日時：4 月 3 日（日）～ 10 日（日）
■場所：行橋花公園
　　　（行橋市稲童、ローム・アポロ近く）

第 13 回菜の花まつり開催
下崎・長尾・鳥井原営農組合

25-3448
　下崎・長尾・鳥井原営農組合による菜
の花まつりを今年も開催します。毎年好
評の手作りコロッケ、菜の花ロール、つ
きたてのおもち等、おいしい料理を用意
して皆さまをおもてなしする予定です。
ご来場をお待ちしています。
■日時：4 月 3 日（日）10 時～ 14 時
※販売品が売切れ次第終了とさせていた
だきます。
■場所：行橋市長尾 494-2
　　　（営農組合事務所前倉庫）

エコ工作 インテリア小物
“九猿”をつくろう

ゆくはしエコ生活クラブ
24-3797

　家庭にある身近な
ものを使って幸せを
もたらすといわれて
いる“九猿”をつくります。
■日時：3 月 26 日（土）
　　　　10 時～ 11 時 30 分
■場所：行橋市中央公民館
■対象者：小学生以上
　　　　　（4 年生以下は保護者同伴）
■参加費：500 円
■持参品：ピンセット
■定員：10 人
■申込み：氏名、電話番号を明記の上、
電話、FAX にてお申し込みください。

● 講習・講座 ●
消費生活出前講座
行橋市広域消費生活センター

23-0999　 23-4422
　当センターでは、消費生活に関する情
報や、消費者被害にあわないポイント等
をわかりやすくお話する「出前講座」を
実施しています。会場に直接講師が出向
き、無料で講座を行います。
■日時：月曜日～金曜日　9 時～ 17 時
※祝日および年末年始は除く（講座 1 回
あたり 1 時間～ 2 時間）
■テーマ：最近の悪質商法の手口は？対
処法は？インターネットトラブルに巻き
込まれないためには？等　※このほかの
テーマについても、ご相談ください。
■対象：行橋市・みやこ町・築上町に在
住の方、または勤務する方で、5 人以上
のグループ（区長会や女性学級・老人会等）
■講師：当センター専門相談員
■申込方法：開催予定日のおおむね 1 カ月
前に申込書を提出していただきます。まず
は電話か FAX でお問い合わせください。
※会場の手配や準備は申込者でお願いし
ます。当センターの 3 階研修室もご利用
いただけます。詳しくはお問い合わせく
ださい。

● 募 集 ●
平成 28 年度 県政モニター募集
福岡県県民情報広報課 広聴係

092-643-3103　 092-643-3107
monitor@pref.fukuoka.lg.jp

　福岡県では、県の施策・制度等につい
て、ご意見・ご提案をいただく県政モニ
ターを募集します。
■任期：委嘱日～平成 29 年 3 月 31 日
■応募資格：福岡県内に在住の 18 歳以
上の方（平成 28 年 4 月 1 日現在）※国・地
方公共団体の議員、常勤の公務員、平成
26・27 年度の県政モニター経験者を除く
■業務内容：アンケートの回答（3 回程
度）、県政への提案（随時）※回答・提
案方法については、郵送による一般コー
スと、インターネットおよび電子メール
によるインターネットコースがあります
■定員：300 人
■申込み：5 月 31 日（火）までにお申し
込みください（消印有効）。申込方法等
はお問い合わせください。また、応募は
がきは、市市民相談室、市広報係、福岡
県庁、福岡県総合庁舎、アクロス福岡文
化観光情報ひろば等で配布しています。

● 試 験 ●
裁判所職員採用試験
福岡地方裁判所事務局人事課 任用係

092-781-3141（内線 3159 ～ 3161）
福岡家庭裁判所事務局総務課 人事第一係

092-510-0403
http://www.courts.go.jp/saiyo/

index2.html
■受付期間：インターネットの場合…
　4 月 4 日（月）10 時～ 13 日（水）
※ 4 月 13 日（水）の受信有効
　郵送の場合…4 月 4 日（月）～ 6 日（水）
※ 4 月 6 日（水）の消印有効
■第 1 次試験日：6 月 5 日（日）
※試験区分・受験資格等の詳細は上記ホ
ームページでご確認ください。

●スポーツ●
第 30 回行橋市
ママさんバレーボール大会
行橋市体育協会　 25-8222
■日時：5 月 8 日（日）
　　　　9 時 10 分から開会式
■場所：行橋市民体育館
■参加資格：京築地区の 9 人制女子チー
ム。ただし、既婚女性が数人在籍している
ことを基本とし、学生は参加できません。
■チーム編成：監督・コーチ・マネージ
ャー各 1 人、選手 15 人以内。ただし、
監督等は参加資格を満たせば選手を兼ね
てもよい。
■参加費：無料
■申込期限：4 月 21 日（木）まで

第 54 回行橋市
体力つくり壮年ソフトボール大会
行橋市体育協会　 25-8222
■開催日：5 月 8 日（日）
■場所：多目的グラウンド（総合公園内）
■参加資格：市内在住者または在勤の
35 歳（大会日基準）以上の方
■チーム編成：校区や町内単位、または
クラブ組織等で編成したチ－ム
■参加費：1 チーム 3,000 円
■申込期限：4 月 14 日（木）17 時まで

⑰　28．3．15
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児童クラブ臨時職員募集
市学校教育課 学務係　 内線 1346
　行橋市内の児童クラブで臨時職員
を募集しています。採用時期・勤務
時間等の希望は、相談に応じます。
詳しくはお問い合わせください。



●お知らせ・相談●
建設工事等について
業者登録申請の手続きを！
市契約検査課　 内線 1381、1382

http://www.city.yukuhashi.fukuoka.jp/
　業者登録申請の受付を実施します。

【物品・役務の市内・市外業者】
■対象業者：平成 28･29 年度に物品・役
務の入札や見積に参加を希望する業者
■受付期間：3 月 31 日（木）まで
■申込方法：市規定の申請書を受付期間
内に契約検査課（市役所西棟 3 階）へ提
出してください。持参のみ受け付けます。
なお、申請書は市ホームページからダウ
ンロードできます。
※「行橋市防災食育センター」で使用す
る学校給食用物資の納入を希望する業者
は、「平成 28･29 年度物品 ･ 役務入札参
加資格審査申請書提出要領（学校給食
用）」をご覧ください。

【建設工事、測量・設計等の市内業者】
■対象業者：平成 28 年度に土木・建築・
電気・管・舗装・塗装・造園等の工事お
よび測量、設計の入札や見積りに参加を
希望する業者
※建設業許可、経営事項審査および各種
登録を受けていない業者、ならびに市税
等の滞納がある業者は受け付けしません。
■受付期間：4 月 1 日（金）～ 28 日（木）
■申込方法：市規定の申請書を受付期間
内に契約検査課（市役所西棟 3 階）へ提
出してください。持参でのみ受け付けま
す。なお、申請書は市ホームページから
ダウンロードできます。

技能習得資金の貸与
市地域福祉課 管理係

内線 1213
　福岡県では、若年者の技能習得支援を
目的として、福岡県若年者専修学校等技
能習得資金貸与事業を実施しています。
下記の収入基準の①～④のいずれかを満
たす世帯が申請できます。
■対象者：中学校・高等学校の新規卒業
者または、平成 27 年度の高等学校中退者
■対象校：専修学校および各種学校
※対象外の学校があります。申請を希望
する方は、お問い合わせください。
■収入基準：①生活保護を受けている世
帯②市民税が非課税の世帯③市民税が減
免の世帯④世帯の収入が生活保護基準額
の 1.5 倍以下の世帯

政治倫理審査会
資産報告書審査意見書の閲覧
市総務課 総務係　 内線 1431
　議員、市長等が提出した資産報告書に
対する市政治倫理審査会の審査結果およ
び意見をまとめた、平成 27 年資産報告
書審査意見書を閲覧できます。
■日時：月曜～金曜（祝日除く）
　　　　8 時 30 分～ 17 時
■場所：市役所４階 総務課 総務係

荒廃森林再生事業
市農林水産課 農業振興係　 内線 1231
　行橋市では、県民税である森林環境税
を活用し、植栽後手入れがされず荒廃し
てしまったスギ・ヒノキ林の間伐・整備
を無償（制約あり）で実施しております。
整備をご希望の方は、所有する山林が事
業対象地になっているか、市農林水産課
までお問い合わせください。

● 催 し ●
華道家元池坊 行橋中央支部花展
華道家元池坊行橋中央支部（薮本）

23-3722
　「春風に誘われて・花散歩」をテーマに、
華道家元池坊行橋中央支部花展を開催し
ます。春を想うこころを花にたくしてお
ります。皆さんも花で春を感じてみませ
んか？入場無料です。
■日時：3 月 26 日（土） 10 時～ 17 時
　　　　　　27 日（日） 10 時～ 16 時
■場所：行橋市中央公民館
　　　　（行橋市大橋 1-9-26）

押し花 20 周年作品展
押し花サークルエレガント（河田）

090-2502-2289
　ありがとう 20 周年をテーマに作品展
を開催いたします。行橋市の花コスモス
の作品を中心に約 150 点を展示します。
春の爽やかな風に誘われ心和むひと時を
過ごしませんか。体験コーナーも用意し
ています。多くの方々のお越しをお待ち
しています。入場無料です。
■日時：4 月 1 日（金）～ 4 日（月）
　　　　10 時～ 17 時（4 日は 16 時まで）
■場所：コスメイト行橋 2 階 企画展示室

縫ったり織ったりの服作り展
天然素材の服の会（園田）

090-5472-2534
　肌触りの良い木綿・麻等の天然素材で、
手織りしたり洋裁をして作りあげた洋服
や小物を展示します。あい染木綿、久留
米かすり、着物のリメイク、手織りの服、
すべて一点物なので、見て触って、楽し
んでください。入場無料です。　　
■日時：3 月 31 日（木）～ 4 月 3 日（日）
　　　　10 時～ 18 時
■場所：行橋赤レンガ館

3 月の「ふくいち」
ふくいち友の会（内田）

090-7392-0252
　下記の通り 3 月の「ふくいち」を開
催します。地元の農産品、手作り雑貨、
木工、骨

こっとうひん

董品、フリーマーケットやフ
ードコート等で皆さまをお待ちしてお
ります。今回初めてのお店もあります
のでどうぞお楽しみに！今回は「将棋
広場」や「どうぶつ広場」も企画して
います。春本番の陽気のもとでのんび
りとお過ごしください。
■日時：第 3 回　3 月 19 日（土）
　　　　毎月一回不定期休日
　　　　9 時開店～ 16 時閉店　
　　　（少雨決行。荒天の場合は中止）
■場所：正八幡宮境内
　　　　（行橋市神田町 8-1）
※次回は 4 月 17 日（日）に開催します。
※駐車場は正八幡宮の駐車場 50 台もし
くは周辺のコインパーキングをご利用く
ださい。
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行橋市ホームページ
http://www.city.

yukuhashi.fukuoka.jp

Information Box

電 話 FAX ホームページ メール

市役所 TEL ２５－１１１１
FAX ２５－０２９９

市民会館 TEL ２５－１１２５

ウィズゆくはし TEL ２３－１１１１
FAX ２２－２９０３

中央公民館 TEL ２２－３９１１
市民体育館 TEL ２４－４０００
研修センター TEL ２５－３３５５

コスメイト行橋 TEL ２５－２３００
FAX ２５－１４５６

サンワークゆくはし TEL ２４－８８１１
シルバー人材センター TEL ２６－３３５５
中山グラウンド TEL ２４－５８５９
行橋市体育協会 TEL ２５－８２２２
男女共同参画センター TEL ２６－２２３２
行橋赤レンガ館 TEL ２３－７７２４

行橋シティインフォメーション放送中！！
月曜日～金曜日の午前 8時10分から、スターコーンFM（FM76.7MHz）にて放送しています。
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行橋京都休日・夜間急患センタ－
〒824-0002 行橋市東大橋 2-9-1 TEL：26-1399
■歯科（受付時間）：日曜・祝日　9 時〜 17 時
■内科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜翌朝 5 時 45 分
■小児科（受付時間）
　月曜〜金曜日　　  19 時 15 分〜 22 時 45 分
　土曜・祝日の前日  19 時 15 分〜翌朝 9 時
　日曜・祝日　昼間    9 時〜 17 時 45 分
　　　　　　　 夜間  19 時 15 分〜 22 時 45 分

各種相談 相談日 相談時間 相談場所 予約・問合せ
児童・生徒相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内  児童・生徒相談センター 25-0119
婦人相談 月〜金 9 時〜 16 時 市役所内 25-1124
40 歳からの個別就職相談 毎週火曜 10 時〜 17 時 ハローワーク行橋 2 階 092-433-7780

若者向け就労支援窓口 第2・3・4
金曜 10 時〜 17 時 市役所　企業立地課 北九州若者サポートステーション

093-512-1871

消費生活相談 月〜金 　9 時〜 12 時 15 分、
13 時〜17時

行橋市広域消費生活センター
（行橋市西宮市 2-1-39） 23-0999

障がい者相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所 25-1111/ 内線 1153

母子・父子・寡婦相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所 25-1111/ 内線 1182
京築保健福祉環境事務所 23-2970

出張労働相談 第 4 月曜 17 時〜 20 時
（受付 19 時まで） 行橋公民館 福岡県北九州労働者支援事務所

093-592-3516
※子育て女性就職相談

（予約制）
第 1 水曜

（※第4木曜）
10 時〜 15 時

（※ 10 時〜 12 時）
行橋市男女共同参画センター
る〜ぷる

子育て女性就職支援センター
093-571-6440

※心配ごと相談 月〜金 13 時〜 16 時
ウィズゆくはし

行橋市社会福祉協議会
23-1111

（電話での相談は
 受け付けていません）

弁護士相談（予約制） 第 2 水曜 13 時〜 16 時 30 分

行政相談 弁護士相談日
の翌日 13 時〜 16 時

行政書士市民相談会
（遺言・相続・成年後見等） 第 4 水曜 10 時〜 16 時 市役所内 福岡県行政書士会

092-641-2501

認知症相談 月〜金 9 時〜 17 時 行橋市高齢者自立支援センター
（行橋市大字道場寺 1446-25） 26-2370

市税・国保税の
納付、納税相談等 第 2・4　

　　木曜
夜間窓口

（20 時まで）

市役所　収納課 25-9699

後期高齢者医療
保険料の納付、相談 市役所　国保年金課 25-9722

年金出張相談（予約制） 第１木曜 10 時〜 12 時、
13 時〜 15 時 30 分 行橋商工会議所 小倉南年金事務所

093-471-8873

困りごと相談 月〜金
（祝日を除く） 9 時〜 17 時 ゆくはし生活相談センター

（行橋市門樋町 3-7） 55-6665

ゴミの動き

（2 月分）
 可燃ゴミ
　● 1,440t
 不燃ゴミ
　● 67t
 資源ゴミ
　● 48t
 １人当たりのゴミ
　● 20.7kg

【前月比】
 可燃ゴミ
　● 69t 減
 不燃ゴミ
　● 4t 増

【前年同月比】
 可燃ゴミ
　● 112t 増
 不燃ゴミ
　● 8t 増

人の動き

平成 28 年
 2 月末現在

（住民基本台帳より）
人口 72,721 人
　男 34,782 人
　女 37,939 人
　世帯 31,243

【前月比】
　人口    3 減 
　世帯   25 増

防災行政無線の放送内容は、
0120-88-1984で確認できます。

【通話料無料、携帯・PHS 通話可能】
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※休日相談医は変更になる場合があります。
テレホンサービス TEL 24-4141でご確認ください。

市報ゆくはし３月１５日号は、２７，０５０部作成し、１部あたりの印刷単価は２７．００円です。
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各種相談・休日相談医（3/15 〜 4/14）
3 月
17 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時〜 15 時）
18 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
20 日　新行橋病院（TEL24-8899）
21 日　小波瀬病院（TEL24-5211）
23 日　行政書士市民相談会（市役所 301・302 会議室）
24 日　交通事故相談（市役所 505 会議室、10 時〜 15 時）
25 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
27 日　内田産婦人科医院（TEL23-0155）
28 日　出張労働相談
4 月
  3 日　かたおかクリニック（TEL24-8000）
  8 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
10 日　橋本医院（TEL25-6262）
　　　  くまがえ内科医院（TEL23-3422）
  7 日　補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時〜 15 時）
　　　  年金出張相談（予約制）
13 日　弁護士相談（予約制）
14 日　行政相談
※子育て女性就職相談は4月から第4木曜日に変更します。

弁護士相談は、「心配ごと相談」の後、
市内の方のみご利用いただけます。

現在貯水量
15,099,000t
総貯水量

16,450,000t

貯水率 … 91.8％

油木ダム貯水量
（3/8 現在）
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の
雰
囲

気
を
体
験
で
き
ま
す
よ
！
　
　（
ア
ン
ナ
）

今月の納期【 3 月 】

～ 納付は便利な口座振替で ～

◆ 国民年金保険料 2 月分

◆ 後期高齢者医療保険料
第9期

※原則予約制です。

　2月 20日から３月４日まで、行橋赤レンガ館
で行橋市児童画・硬筆書写展が開催されました。


